Interpretations of the expression “words are／have／work with powers”―Forces of speech acts and other kinds of powers― by 村越 行雄
「言葉は力なり」の解釈
―言語行為の力とその他の力―



































































































































































































































































































































































フンボルト（Friedrich Wilhelm Christian Karl Ferdinand Freiherr von Humboldt）：『言語と人間』ゆまに
書房（岡田隆平訳）、『言語と精神』法政大学出版局（亀山健吉訳）
サピア＝ウルフの仮説・サピア（Edward Sapir）とウォーフ（Benjamin Lee Whorf）：ウォーフ著『言語・
思考・現実』講談社（池上嘉彦訳）、サピア、ウォーフ著『文化人類学と言語学』弘文堂（池上嘉彦訳）
ウィトゲンスタイン（Ludwig Josef Johann Wittgenstein）：『ウィトゲンスタイン全集』全１０巻、補巻２、
大修館書店
前期の主著である『論理哲学論考』は第１巻（奥雅博訳）に、後期の主張である『哲学探究』は第８巻（藤
本隆志訳）に収録されている。なお、それ以外にも、多くの翻訳書がある。
オースティン（John Langshaw Austin）：『言語と行為』大修館書店（坂本百大訳）、『オースティン哲学論
文集』勁草書房（坂本百大訳）、『知覚の言語』勁草書房（丹治信春・守屋唱進訳）
―８８―
サール（John Rogers Searle）：『言語行為』勁草書房（坂本百大・土屋俊訳）、『表現と意味』誠信書房（山
田友幸訳）、『志向性』誠信書房（坂本百大訳）
なお、文中で言及した間接的言語行為は、グライスの含意と密接な関係にあるので、それも付け加えてお
く。
グライス（Herbert Paul Grice）：『論理と会話』勁草書房（清塚邦彦訳）
また、後期ウィトゲンスタイン、オースティン、サール、グライスなどは、分析哲学の中心的哲学者であ
り、日常言語学派とも言われているので、分析哲学、日常言語学派、オックスフォード学派などで調べれば、
全体的な流れがより明らかになる。
―８９―
